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今
號
で
は
近
年
の
中
國
人
硏
究
者
に
よ
る
古
文
字
學
の
論
考
の
う
ち
、
他
の
論

考
に
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
近
年
の
硏
究
動
向
を
示

す
特
徵
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
た
。

裘
錫
圭
著
「
西
周
銅
器
銘
文
中
的
〝
履
〞」
は
金
文
の
當
該
字
に
つ
い
て
從
來

の
説
を
覆
し
、
現
在
通
説
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
李
家
浩
著
「
先
秦
文
字

中
的
〝
縣
〞」
は
歷
史
學
の
論
考
で
も
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
。
陳
劍
著
「
甲

骨
金
文
舊
釋
〝
尤
〞
之
字
及
相
關
諸
字
新
釋
」
は
、
古
文
字
の
字
釋
に
つ
い
て
ユ

ニ
ー
ク
な
視
點
を
持
つ
も
の
。
劉
釗
著
「
利
用
郭
店
楚
簡
字
形
考
釋
金
文
一
例
」

は
戰
國
竹
簡
を
西
周
金
文
の
釋
讀
に
利
用
し
た
代
表
的
な
硏
究
で
あ
り
、
林

著

「
究
竟
是
〝
翦
伐
〞
還
是 

〝
撲
伐
〞」
は
そ
れ
に
對
す
る
批
判
で
あ
る
。
李
小
燕
・

井
中
偉
著
「
玉
柄
形
器
名
〝

〞
説
―
輔
證
内
史
亳
同
與
《
尚
書
・
顧
命
》〝
同
瑁
〞

問
題
」
は
考
古
學
の
硏
究
の
成
果
を
文
字
學
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

裘
錫
圭
著
「
西
周
銅
器
銘
文
中
的
〝
履
〞」

裘
錫
圭
に
よ
り
、一
九
八
二
年
に
著
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。『
甲
骨
文
與
殷
周
史
』

第
三
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
九
一
年
）
及
び
『
古
文
字
論
集
』（
中
華
書
局
、

一
九
九
二
年
）
に
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
本
提
要
の
據
る
『
裘
錫
圭
學
術
文
集
』
第

三
卷
（
復
旦
大
學
出
版
社
、二
〇
一
二
年
）
に
は
後
者
の
も
の
が
採
ら
れ
て
い
る
。

本
論
考
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
履
」
字
は
、
西
周
貴
族
が
土
地
の
所
有
權
あ

る
い
は
使
用
權
を
移
讓
す
る
際
に
土
地
の
境
界
を
定
め
る
踏
査
行
爲
を
示
す
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
裘
錫
圭
も
そ
れ
を
古
文
字
・
上
古
史
硏
究
者
に
お
け
る
常
識
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
裘
錫
圭
は
、
西
周
銅
器
銘
文
の
な
か
で
こ
れ
ま

で
「
履
」
と
讀
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
字
も
「
履
」
と
解
釋
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

字
形
と
文
義
の
觀
點
か
ら
檢
討
を
加
え
た
。

は
じ
め
に
、
裘
錫
圭
は
す
で
に
「
履
」
と
し
て
解
釋
が
一
致
し
て
い
る
銘
文
中

の
用
例
を
擧
げ
る
。
ま
ず
、大
簋
（『
殷
周
金
文
集
成
』4298

・4299

）
の
銘
文
「
豕

以

履
大
錫
里
」
に
見
え
る
「
履
」
が
例
示
さ
れ
る
。
こ
の
「
履
」
は
淸
の
許
瀚

が
『
説
文
』
の
「
履
」
の
古
文
に
よ
っ
て
釋
し
た
も
の
で
、
彼
の
「
履
猶
今
言
踏

勘
正
彊
界
也
。
…
…
履
古
文
從
舟
從
頁
從
足
、
此
省
足
」
と
い
う
説
が
引
か
れ
て

い
る
。
こ
の
説
は
多
く
の
學
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
裘
錫
圭
も
同
樣
に
肯

定
し
て
い
る
が
、
許
瀚
が
同
じ
「
履
」
字
の
用
例
と
し
て
齊
侯
鐘
を
引
い
て
い
る

の
は
誤
り
と
指
摘
し
て
い
る
。「
大
錫
里
」
と
は
周
王
が
大
に
賜
っ
た
土
地
の
こ

と
で
、
は
「
大
錫
里
」
の
境
界
を
定
め
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
一
九
七
五
年
出
土
の
五
祀
衞
鼎
（『
集
成
』2832

）
の
「
履
」
字
は
、

大
簋
の
字
形
と
比
べ
る
と
、「
頁
」
の
下
に
趾
形
、上
に
眉
形
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

履
踏
に
脚
が
必
要
で
あ
る
か
ら
「
趾
」
が
加
わ
え
ら
れ
、
ま
た
「
眉
」
は
「
履
」

古
文
字
學
研
究
文
獻
提
要
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の
表
意
字
の
上
に
加
え
ら
れ
た
音
符
で
あ
る
と
裘
錫
圭
は
解
し
て
い
る
。「
履
」

と
「
眉
」
の
古
韻
は
ど
ち
ら
も
脂
部
に
屬
し
、「
眉
」
は
明
母
の
字
、「
履
」
は
來

母
の
字
で
、
明
・
來
二
母
の
關
係
も
比
較
的
密
接
な
の
で
、「
眉
」
が
「
履
」
の

聲
旁
と
な
る
の
は
非
常
に
合
理
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
意
字
に
音
符
を
加
え
る

の
は
、
古
文
字
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
五
祀
衞
鼎
と
同

出
の
九
年
衞
鼎
（『
集
成
』2831

）
に
あ
る
字
形
は
、
五
祀
衞
鼎
の
「
履
」
字
の

變
體
で
、「
水
」・「
履
」
聲
に
從
い
、「
履
」
と
讀
ん
で
通
じ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

二
つ
の
裘
衞
鼎
に
先
ん
じ
て
出
土
し
た
永
盂
（『
集
成
』10322

）
の
「
履
」
も
、

や
は
り
五
祀
衞
鼎
と
よ
く
似
た
書
法
の
字
で
あ
る
。
こ
の
「
履
」
は
か
つ
て
「
舊
」

と
誤
讀
さ
れ
て
い
た
が
、呉
鎭
烽
・
戚
桂
宴
の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
九
年
衞
鼎
の「
履
」

字
に
據
っ
て
解
釋
を
改
め
た
。

本
論
考
に
お
い
て
主
題
と
な
る
の
は
、
散
氏
盤
と

生
簋
の
銘
文
で
あ
る
。
ま

ず
、
散
氏
盤
（『
集
成
』10176

）
の
「
履
」
字
は
、「
履
」
に
解
釋
し
た
學
者
も

い
た
が
、
多
數
の
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
問
題
の
字
を
裘
錫
圭
は
印
刷
の
煩

を
避
け
る
た
め
に
△
字
に
置
き
換
え
て
説
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に

從
っ
て
讀
み
進
め
る
。
こ
の
△
字
は
銘
文
中
に
六
カ
所
登
場
し
、か
つ
て
は「
竟
」、

「
頁
」、「

」、「
蔑
」
な
ど
に
讀
ま
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
孫
詒
讓
が
「
眉
」
と

す
る
の
に
從
う
者
が
多
か
っ
た
が
、
章
太
炎
だ
け
は
「
履
」
と
解
釋
し
た
。
章
太

炎
の
字
形
分
析
に
は
誤
り
が
あ
る
が
、
衞
鼎
の
「
履
」
字
と
比
較
し
て
み
る
と
、

そ
の
解
釋
が
正
し
い
の
が
わ
か
る
。
こ
の
△
字
は
「
頁
」
に
從
い
、
上
に
眉
形
を

加
え
て
お
り
、
衞
鼎
「
履
」
字
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、「
頁
」
の
下
に
趾
形
が

な
く
、「
舟
」
を
短
い
橫
棒
二
本
に
省
略
し
て
い
る
の
は
、
大
簋
蓋
文
の
「
履
」

字
の
「
頁
」
の
下
に
趾
形
が
な
く
、「
舟
」
を
橫
棒
一
本
に
省
略
し
て
い
る
の
と

似
て
い
る
。
こ
う
し
た
字
形
の
省
略
に
つ
い
て
、
裘
錫
圭
は
白

父

の
例
を
擧

げ
て
傍
證
と
し
て
い
る
。
文
義
の
う
え
か
ら
も
、
こ
の
字
は
「
履
」
に
作
る
の
が

適
切
で
あ
る
。
孫
詒
讓
が
『
古
籀
餘
論
』
卷
三
「
散
氏
盤
」
で
「
眉
道
」
と
い
う

地
名
以
外
の
こ
の
字
は
境
界
を
正
す
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
の
を
引
き
、
彼
は
△

字
を
「
眉
」
に
解
し
て
い
る
の
は
誤
り
だ
が
、
意
味
的
理
解
は
ほ
ぼ
正
確
に
な
さ

れ
て
い
る
と
裘
錫
圭
は
批
評
す
る
。
そ
し
て
、「
△
道
」
以
外
の
△
字
の
意
味
は

こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
他
の
銘
文
中
の
「
履
」
と
完
全
に
一
致
し
、「
履
」
字
に

解
釋
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
す
る
。
散
氏
盤
銘
文
は
履
田
立
封
の
狀
況
を
詳

細
に
記
錄
し
て
お
り
、
九
年
衞
鼎
に
記
載
す
る
と
こ
ろ
と
相
互
に
證
明
で
き
る
。

最
後
に
檢
討
さ
れ
る
の
が
、

生
簋
（『
集
成
』4246

―4265

）
で
あ
る
。
こ

の
銘
文
中
の
「
履
」
字
は
、
こ
れ
ま
で
正
し
い
解
釋
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
簋
は
一
般
に
格
伯
簋
と
稱
さ
れ
、
格
伯
が
作
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
實
際
に
は
、
銘
文
は
格
伯
が

生
か
ら
馬
を
受
け
取
り
、
土
地
を
そ
の
對

價
と
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
簋
を
作
っ
た
の
は

生
で
あ
っ
て
、
格
伯
で
は

な
い
。
劉
心
源
は
『
奇
觚
室
吉
金
文
述
』
の
な
か
で
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

が
、

生
を
「
甬
生
」
に
誤
っ
て
お
り
、
唐
蘭
が
こ
の
簋
を

生
簋
と
し
て
る
の

が
正
し
い
。
裘
錫
圭
が
こ
の
銘
文
で
「
履
」
字
と
し
て
い
る
字
に
つ
い
て
は
、
諸

説
紛
々
と
し
て
「
過
」
や
「
道
」
な
ど
の
解
釋
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
當
時

は
「
還
」
ま
た
は
「

」
と
す
る
二
説
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

文
字
解
釋
に
は
一
つ
と
し
て
信
憑
性
の
あ
る
も
の
が
な
い
と
裘
錫
圭
は
す
る
。
こ

の
字
は
「
履
」
と
讀
む
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
履
」
字
と
同
じ
く

眉
形
を
上
に
加
え
た
「
頁
」
だ
が
、「
頁
」
の
頭
部
が
「
目
」
の
よ
う
な
形
に
書

か
れ
て
い
る
の
は
、「
眉
」
の
下
部
と
の
關
わ
り
で
音
符
を
充
實
さ
せ
る
意
味
が
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あ
る
の
だ
ろ
う
。「
頁
」
の
橫
の
人
形
の
下
の
偏
旁
は
他
の
「
履
」
字
が
從
う
「
舟
」

の
變
體
で
あ
る
。「
履
」
の
橫
に
「
辵
」
を
加
え
て
い
る
意
味
も
同
樣
で
あ
り
、

字
形
か
ら
見
る
限
り
、
こ
の
字
は
「
履
」
に
作
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
文
義
の
う

え
か
ら
み
て
も
、
こ
の
字
を
「
履
」
字
に
讀
む
の
は
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
格

伯
は
卅
田
を

生
の
馬
の
對
價
と
し
た
の
だ
か
ら
、
當
然
履
田
し
境
界
を
定
め
る

必
要
が
あ
っ
た
。
銘
文
に
言
う
と
こ
ろ
は
、
散
氏
盤
が
載
せ
る
履
田
の
詳
細
と
よ

く
似
て
い
る
が
、
散
氏
盤
の
記
述
の
方
が
や
や
複
雜
で
詳
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
他
の
西
周
銅
器
銘
文
中
の
「
履
」
字
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
散

氏
盤
と

生
簋
の
銘
文
中
に
お
い
て
別
の
字
に
解
釋
さ
れ
て
い
た
も
の
も
、「
履
」

と
解
釋
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
西
周
時
代

の
土
地
制
度
を
硏
究
す
る
う
え
で
、
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
裘
錫
圭
は
最
後
に
述

べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
本
號
收
錄
の
佐
藤
信
弥
氏
に
よ
る
「
金
文
學

の
ツ
ー
ル
―
裘
錫
圭
「
西
周
銅
器
銘
文
中
的
〝
履
〞」
を
例
と
し
て
―
」
で
も
取

り
上
げ
て
い
る
。
そ
ち
ら
も
併
せ
て
參
照
さ
れ
た
い
。 
（
橫
大
路
綾
子
）

李
家
浩
著
「
先
秦
文
字
中
的
〝
縣
〞」

中
央
集
權
的
統
治
を
行
う
た
め
の
制
度
で
あ
る
「
郡
縣
制
」、
ま
た
は
郡
縣
制

の
形
成
期
で
あ
る
春
秋
戰
國
時
代
の
「
縣
」
を
考
察
し
た
論
考
は
古
く
よ
り
數
多

く
存
在
す
る
。
本
論
考
は
春
秋
戰
國
時
代
の
「
縣
」
を
考
察
す
る
と
共
に
、「
縣
」

が
す
で
に
西
周
期
に
「
還
」
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
を
論
證
す
る
。
初
出
は
『
文

史
』
第
二
八
輯
（
一
九
八
七
年
）
で
、
後
に
李
家
浩
『
著
名
中
年
語
言
學
家
自
選

集
／
李
家
浩
卷
』（
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
收
錄
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
「
縣
」
の
出
現
は
西
周
に
溯
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
、
古
文
字
中

の
「
縣
」
字
は
「
還
」・「
杭
」・「
껡
」
と
書
か
れ
た
た
め
、
人
々
の
注
意
を
引
く

こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
章
で
は
、西
周
期
に
お
け
る
「
還
」
字
の
見
え
る
靑
銅
器
銘
文
を
考
察
す
る
。

古
文
字
中
の
「
縣
」
は
「
還
」
と
書
か
れ
、
西
周
中
晚
期
の
免
簠
（
集
成4626

・

西
周
中
期
）（
筆
者
注
：
原
文
で
は
免
瑚
と
い
う
。
以
下
同
じ
。）に「
奠（
鄭
）還
」、

元
年
師
糀
簋
（
集
成4279

―4282

・
西
周
晚
期
）（
筆
者
注
：
原
文
で
は
師
糀
簋

と
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
「
豐
還
」
と
見
え
る
と
い
う
。
免
簠
の
「
奠
（
鄭
）
還
」

の
鄭
は
穆
王
が
都
を
置
い
た
「
西
鄭
」
で
あ
り
、
元
年
師
糀
簋
の
「
豐
還
」
の
豐

は
周
文
王
が
建
て
た
都
城
で
周
都
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
鄭
」・「
豐
」
は

い
ず
れ
も
周
都
で
、「
鄭
縣
」・「
豐
縣
」
の
「
縣
」
は
い
ず
れ
も
國
都
の
「
縣
」

で
あ
り
、
こ
の
現
象
は
注
意
す
る
に
値
す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
免
簠
と
元

年
師
糀
簋
の
銘
文
内
容
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。

二
章
で
は
、
春
秋
戰
國
期
に
お
け
る
齊
・
燕
・
三
晉
（
韓
・
魏
・
趙
）
の
金
文

や
印
文
に
見
え
る
「
縣
」
に
關
係
す
る
史
料
を
擧
げ
る
。「
縣
」
字
は
、
齊
國
文

字
で
は
「
縣
」
と
書
か
れ
、
燕
國
文
字
で
は
「
還
」・「
杭
」
と
書
か
れ
、
三
晉
文

字
で
は
「
껡
」
と
書
か
れ
る
と
い
う
。

三
章
で
は
、「
縣
」
の
名
の
由
來
と
古
文
字
中
の
「
縣
」
の
性
質
に
つ
い
て
、

傳
世
文
獻
と
金
文
を
用
い
て
考
察
す
る
。
免
簠
の
「
還
」
字
が
「
縣
」
と
讀
む
こ

と
は
、
淸
人
で
あ
る
阮
元
主
編
『
積
古
齋
鐘
鼎
款
識
』
卷
七
・
範
簠
（
筆
者
注
：

免
簠
）
に
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
傳
世
文
獻
で
「
縣
」
を
「
寰
」
に
作

る
も
の
は
、『
春
秋
穀
梁
傳
』
隱
公
元
年
・『
國
語
』
齊
語
・『
廣
韻
』・『
説
文
新
附
』・

『
汗
簡
』・『
匡
謬
正
俗
』
等
に
見
え
、「
還
」・「
껡
」・「
寰
」
三
字
は
「
杭
」
に
從
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い
聲
を
得
て
お
り
、
し
か
も
「
杭
」
と
「
縣
」
の
古
音
は
と
も
に
匣
母
元
部
に
屬

し
、
音
が
近
く
通
じ
た
と
指
摘
す
る
。

傳
世
文
獻
の
檢
討
か
ら
、
周
代
の
「
縣
」
は
國
都
あ
る
い
は
大
城
邑
四
周
の
廣

大
な
地
區
（「
縣
鄙
」）
を
指
し
、
古
代
の
「
杭
」
聲
に
從
う
字
は
多
く
環
繞
（
と

り
ま
く
・
取
り
圍
む
）
の
義
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
西
周
文
字
資
料
中
の

「
縣
」
は
縣
鄙
に
屬
す
「
縣
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

次
に
春
秋
戰
國
期
の
縣
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
春
秋
期
の
齊
の
靑
銅
器
で
あ
る

叔
尸
鎛
（
集
成285

・
春
秋
晚
期
）（
筆
者
注
：
原
文
で
は
齊
叔
弓
鎛
）
に
は
「
縣
」

が
見
え
て
お
り
、
そ
れ
は
縣
鄙
に
屬
す
縣
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
戰
國
期
の
齊

の
「
縣
」
は
「
都
」
下
の
行
政
區
域
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

燕
は
戰
國
期
に
は
す
で
に
郡
縣
制
を
實
施
し
て
お
り
、『
戰
國
策
』
秦
策
四
・

燕
策
二
と
い
っ
た
文
獻
上
に
記
載
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、燕
國
文
字
中
の
「
縣
」

は
少
な
く
と
も
一
部
分
は
縣
鄙
の
「
縣
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
燕
國
文
字
中
の
「
縣
」
は
縣
鄙
に
屬
す
「
縣
」、
ま
た
は
郡
縣
の
「
縣
」、
あ

る
い
は
そ
の
他
の
性
質
の
縣
で
あ
る
の
か
、
一
步
進
ん
だ
硏
究
を
待
つ
と
し
て
い

る
。三

晉
が
戰
國
期
に
郡
縣
制
を
實
施
し
た
こ
と
も
、
文
獻
上
こ
の
方
面
の
記
載
は

さ
ら
に
多
い
と
い
う
。
三
晉
文
字
中
の
「
縣
」
は
郡
縣
の
「
縣
」
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
李
家
浩
氏
の
硏
究
は
主
に
古
文
字
學
の
方
面
か
ら
「
還
」
と

「
縣
」
の
關
係
を
考
察
し
て
い
る
。「
還
」
に
つ
い
て
、
李
家
浩
氏
以
前
に
は
郭
沫

若
氏
の
よ
う
に
「
苑
」
と
讀
む
説
（
郭
沫
若
『
兩
周
金
文
辭
大
系
圖
錄
考
釋
』「
免

簠
」）
や
、
馬
承
源
氏
の
よ
う
に
假
借
し
て
「
園
」
と
讀
む
と
い
う
説
（
馬
承
源

主
編
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
選
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
二
五
二
「
免
簠
」）

等
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
説
も
免
簠
に
山
林
藪
澤
を
管
理
す
る
官
と
み

ら
れ
る
林
・
虞
・
牧
が
見
え
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
還
と
縣
を
結
び
つ
け
る
者
も
過
去
に
は
存
在
し
た
が
、
本
論
考
は
還
と
縣

の
關
係
を
論
證
し
た
點
に
つ
い
て
評
價
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
論

考
に
は
少
な
か
ら
ず
問
題
が
あ
り
、
そ
の
問
題
點
を
う
け
て
縣
の
制
度
史
の
方
面

か
ら
こ
の
關
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
、
松
井
嘉
德
「『
縣
』
制
遡
及
に
關

す
る
議
論
お
よ
び
そ
の
關
連
問
題
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
九
、一
九
九
三
年
。

同
『
周
代
國
制
の
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
所
收
）
が
あ
り
、
併
せ
て
參

照
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
西
周
期
の
「
還
」
に
つ
い
て
の
史
料
は
上

記
の
免
簠
・
元
年
師
糀
簋
の
み
で
あ
り
、「
還
」
の
硏
究
の
さ
ら
な
る
深
化
は
今

後
の
新
史
料
の
發
見
を
待
ち
た
い
。 

（
三
輪
健
介
）

陳
劍
著
「
甲
骨
金
文
舊
釋
〝
尤
〞
之
字
及
相
關
諸
字
新
釋
」

本
論
文
は
當
初
二
〇
〇
四
年
一
〇
月『
北
京
大
學
中
國
古
文
獻
硏
究
中
心
集
刊
』

第
四
輯
（
北
京
大
學
出
版
社
）
に
て
發
表
さ
れ
、
後
に
論
文
集
『
甲
骨
金
文
考
釋

論
集
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）
に
收
錄
さ
れ
た
。
殷
墟
甲
骨
文
、
特

に
王
賓
卜
辭
の
命
辭
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
悛
」
字
の
字
釋
に
關
す
る
論
文

で
、
一
九
二
〇
年
代
よ
り
丁
山
・
胡
光
煒
が
字
形
の
近
さ
や
『
周
易
』
に
常
見
す

る
「
無
尤
」
の
語
を
根
據
と
し
て
「
尤
」
と
釋
し
て
以
來
長
ら
く
定
説
と
な
っ
て

い
た
こ
の
字
に
對
し
、
複
數
の
觀
點
か
ら
の
再
檢
討
を
行
っ
た
結
果
、
同
字
が
本

來
親
指
の
意
味
の
「
拇
」・「
敏
」
字
の
表
意
初
文
で
あ
り
、
後
代
の
卜
筮
で
用
い

ら
れ
る
「
吝
」、
ま
た
古
書
で
憂
・
病
の
意
味
を
持
つ
「
愍
」・「
閔
」
な
ど
と
釋

さ
れ
る
べ
き
字
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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一
五
三

本
文
は
大
き
く
五
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
部
分
で
は
春
秋
・
戰
國
時
代
の
金
文
・
古
陶
文
・
楚
簡
・
古
璽
と
い
っ
た

出
土
資
料
に
見
え
る
尤
（

）
字
と
尤
を
部
分
に
含
む
諸
字
の
字
形
を
檢
討
す
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
字
に
見
え
る
尤
が
悛
の
よ
う
に
又
か
ら
成
る
字
で
は
な
く
獨
立

し
た
構
造
の
字
で
あ
る
と
結
論
し
、
ま
た
春
秋
早
期
の

訧
鼎
に
見
え
る
訧
字
が

に
近
い
形
狀
で
あ
る
の
に
對
し
、
近
い
時
代
の
西
周
晚
期
に
屬
す
る
兮
甲
盤
の

偏
旁
に
使
わ
れ
て
い
る
舊
釋
尤
（

）
は
依
然
悛
に
近
い
形
狀
を
し
て
お
り
、
兩

者
の
閒
に
連
續
性
が
存
在
す
る
と
は
考
え
難
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
二
部
分
で
は
西
周
金
文
に
見
え
る
舊
釋
尤
（

）
と

を
偏
旁
に
含
む
字
で

あ
る

・

な
ど
の
字
形
を
檢
討
し
、
릟
、

な
ど
の
字
形
も

の
異
體
字
で
あ

る
と
結
論
す
る
。
用
例
か
ら
も
、西
周
の

と
そ
の
關
連
字
は
ほ
ぼ
「
亡

」「
無

」
と
い
う
使
わ
れ
方
を
さ
れ
て
お
り
、
殷
墟
甲
骨
文
で
の
悛
の
用
例
を
受
け
繼

い
で
い
る
と
す
る
。
ま
た
、西
周
中
晚
期
の
靑
銅
器
銘
文
に
よ
く
見
え
る
「
亡

」

の
用
例
に
も
注
目
し
檢
討
を
加
え
た
結
果
、
そ
の
多
く
が
「
民
」
と
「

」
が
變

化
し
た
「
又
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
字
形
と
用
例
に

對
す
る
上
記
の
考
察
か
ら
、
筆
者
は

と
꼡
の
字
義
が
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ

ら
の
字
に
お
け
る

は
み
な
聲
符
で
あ
る
と
も
推
測
す
る
。
よ
っ
て
、

・

・

・
릟
・

な
ど
の
諸
形
も
ま
た
、

と
近
い
發
音
を
有
し
、
尤
と
は
無
關
係
の

字
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
や
や
用
例
の
特
殊
な
班
簋
の
銘
文
を
上
記

の
結
論
を
踏
ま
え
て
釋
讀
し
、「
亡
不
成

天
威
不

」
の
一
句
が
古
書
の
用
例

か
ら
「
亡
不
成
」
と
「

天
威
」
で
區
切
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、「

天
威
」
が

毛
公
鼎
の
「
꼡
天
疾
畏
」
や
『
詩
經
』「
旻
天
疾
威
」
と
對
應
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
、
こ
の
用
例
か
ら
も

、
す
な
わ
ち

に
屬
す
る
字
が

の
發
音
に
近

い
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
。

第
三
部
分
で
は
、

と
發
音
の
近
い
戰
國
文
字
「
閔
」
へ
の
檢
討
を
行
っ
て
い

る
。
以
前
か
ら
仰
天
湖
・
包
山
・
望
山
な
ど
の
楚
簡
に
見
ら
れ
、
ま
た
郭
店
楚
簡

で
も
多
く
出
現
し
た
「

」
字
が
「
文
」
の
意
味
を
持
つ
、『
古
文
四
聲
韻
』・『
汗

簡
』
に
引
く
石
經
に
見
え
る
古
文
「
閔
」
字
で
あ
る
と
す
る
李
天
虹
や
李
家
浩
の

説
を
取
り
上
げ
、
ま
た
李
學
勤
の
「

」
の
上
半
分
が
民
で
あ
る
と
す
る
字
釋

を
參
照
し
、
閔
・
文
と
發
音
で
も
通
じ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
楚
簡
の
且
が
し
ば

し
ば
目
と
通
用
す
る
こ
と
か
ら
中
央
部
分
を
目
と
釋
し
、
楚
簡
の
こ
れ
ら
の
古
文

閔
を
「

」
と
隸
定
し
、
第
二
部
分
で
の
릟
が

と
近
い
發
音
を
持
つ
こ
と
を
、

閔
と

の
關
係
か
ら
も
補
強
し
て
い
る
。

第
四
部
分
で
は
第
二
・
第
三
部
分
で
の
發
音
に
關
す
る
結
論
を
踏
ま
え
、
そ
も

そ
も

の
字
形
を
ど
う
解
釋
す
る
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
筆
者
は

を
又
（
右
手
）
の
親
指
部
分
に
指
示
符
號
の
一
筆
を
加
え
た
字
形
で
あ
る
と
解

し
、
そ
の
原
義
が
右
手
親
指
「
拇
」
の
表
意
初
文
で
あ
っ
た
と
解
釋
す
る
。
發
音

か
ら
も
拇
と

（
愍
）
な
ど
の
字
と
の
近
似
を
指
摘
し
、
元
は
拇
と
し
て
作
ら
れ

た

字
が
愍
・
旻
・
閔
・
文
と
し
て
使
う
こ
と
が
出
來
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い

と
す
る
。
ま
た
拇
と
敏
字
の
古
書
に
お
け
る
通
用
關
係
を
指
摘
し
、
漢
代
畫
像
石

や
『
釋
名
』
釋
言
語
な
ど
の
用
例
か
ら
敏
と
閔
・

が
中
古
音
で
は
通
用
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
あ
る
い
は
敏
が
そ
れ
以
前
か
ら
愍
に
近
い
音
を
有
し
て

い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
五
部
分
は
憂
の
意
味
を
持
つ
「
無
愍
」
と
「
亡

」
の
關
連
を
中
心
に
、
第

四
部
分
に
引
き
續
き
「

（

）」
の
字
義
を
檢
討
す
る
。
古
書
に
お
け
る
閔
・

愍
の
用
例
を
列
擧
し
こ
れ
ら
が
憂
・
病
の
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
甲
骨
金
文
の



古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要

一
五
四

「
亡

」・「
無

」・「
亡

」
な
ど
も
「
無
憂
」・「
無
病
」
の
類
と
し
て
意
味
が

通
じ
る
と
し
、

と
そ
の
關
連
字
は
金
文
「

」
と
解
釋
を
統
一
し
、
み
な
古
書

の
「
愍
」・「
閔
」
な
ど
と
釋
讀
す
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
殷

墟
卜
辭
で
亡

以
外
の
「
乍
（
作
）

」・「
其

」「
隹
（
唯
）

」
な
ど
に
見

ら
れ
る
「

」
の
字
義
が
、『
周
易
』・
睡
虎
池
秦
簡
『
日
刊
』・
長
沙
子
彈
庫
楚

帛
書
・
江
陵
王
家
臺
秦
墓
竹
簡
『
歸
藏
』
な
ど
の
卜
筮
に
關
す
る
文
獻
に
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
「
吝
」
の
占
斷
と
關
連
し
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
、
兩
者
が
同
義

で
あ
る
と
す
る
。『
周
易
』
中
の
「
吝
」
は
一
般
的
に
「
悔
」
と
解
釋
さ
れ
る
が
、

凶
よ
り
も
程
度
の
輕
い
有
咎
で
あ
り
、
閔
（
憂
・
病
）
と
も
意
味
に
さ
ほ
ど
差
が

な
い
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
語
が
元
々
同
一
字
で
あ
っ
た
も
の
が
分
化
し

て
複
數
の
文
字
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

本
論
文
の
大
き
な
特
徵
は
、
甲
骨
文
字
の
字
釋
を
行
う
に
あ
た
り
以
前
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
る
金
文
や
典
籍
だ
け
で
な
く
、
楚
簡
な
ど
に
見
ら
れ
る
多
く
の
戰
國

文
字
を
材
料
と
し
て
用
い
、
舊
來
の
説
に
對
し
て
か
な
り
説
得
力
の
あ
る
反
論
を

導
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
特
に
郭
店
楚
簡
な
ど
が
發
見
さ
れ
た

一
九
九
〇
年
代
以
降
は
戰
國
文
字
の
硏
究
が
よ
り
活
發
に
な
り
現
在
ま
で
に
多
く

の
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
硏
究
成
果
を
援
用
す
る
こ
と
で
、

甲
骨
文
・
金
文
と
『
説
文
解
字
』
な
ど
の
字
書
の
時
閒
的
な
空
白
を
埋
め
、
そ
の

閒
の
字
形
の
變
化
を
考
察
す
る
た
め
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
戰
國
文
字
を

甲
骨
文
硏
究
に
用
い
る
手
法
に
は
課
題
も
皆
無
で
は
な
く
、
兩
者
の
閒
に
は
な
お

數
百
年
の
時
閒
の
隔
た
り
が
あ
り
、
時
代
・
地
域
的
な
差
異
に
よ
っ
て
生
ず
る
書

體
の
違
い
の
大
き
さ
を
加
味
す
る
と
全
て
の
甲
骨
文
の
成
り
立
ち
や
變
化
が
こ
の

手
法
で
解
明
出
來
る
譯
で
は
な
い
。
本
論
文
に
お
い
て
陳
劍
は
西
周
・
春
秋
時
代

の
文
字
資
料
、
典
籍
と
い
っ
た
舊
來
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
資
料
を
も
積
極
的
に

併
用
し
、
多
方
面
か
ら
の
總
合
的
な
考
察
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
導
き
出
し
た

結
論
に
一
定
の
説
得
力
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
齋
藤
加
奈
）

劉
釗
著
「
利
用
郭
店
楚
簡
字
形
考
釋
金
文
一
例
」

林

著
「
究
竟
是
〝
翦
伐
〞
還
是
〝
撲
伐
〞」

劉
釗
論
文
は
、
初
出
は
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
四
輯
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二

年
）
で
、
後
に
同
氏
の
『
古
文
字
考
釋
叢
稿
』（
嶽
麓
書
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に

收
錄
さ
れ
た
。

郭
店
楚
簡
に
は
圖
一
の
よ
う
に
旁
の
部
分
の
上
部
の
形
が
共
通
す
る
文
字
が
あ

り
、
劉
釗
は
旁
の
部
分
全
體
を
便
宜
的
に
一
括
し
て
「

」
と
隸
定
す
る
。（
圖

一
〜
三
の
字
形
は
劉
釗
論
文
の
圖
版
よ
り
引
い
た
。）

圖
一　

　

　
　

　
　

こ
れ
ら
の
文
字
は
郭
店
楚
簡
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
察
」「
淺
」「
竊
」
字
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
劉
釗
は
、
旁
の
「

」
の
部
分
は
聲
符
に
あ
た
り
、「
옚
」
字

の
變
體
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
三
體
石
經
の「
踐
」の
古
文
は「

」に
從
い
、「

」

は
「
戔
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
「

」
旁
の
字
は
圖
二
の
よ
う
に
金
文
に
も
存
在
す
る
。（
上
段
が

鐘
、

中
段
が
散
氏
盤
に
見
え
る
文
字
。
下
段
は
兮
甲
盤
に
見
え
る
文
字
に
劉
釗
が
補
筆

し
た
も
の
。）
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圖
二　

　

　
　

こ
れ
ら
の
字
は
從
來

鐘
の「

伐
厥
都
」（
厥
の
都
を

伐
す
）の
よ
う
に「
伐
」

字
と
連
用
さ
れ
る
例
が
多
く
、「
撲
」
と
解
釋
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は

散
氏
盤
の
「
用

散
邑
」（

を
用
て
散
の
邑
を

す
）
の
讀
み
が
通
ら
な
い

な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

劉
釗
は
、金
文
の
こ
れ
ら
の
字
の
旁
が
郭
店
楚
簡
の
「

」
と
共
通
す
る
以
上
、

金
文
で
も
こ
れ
ら
の
文
字
を
「
撲
」
で
は
な
く
「
戔
」
に
從
う
文
字
と
解
釋
す
べ

き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
伐
」
字
と
連
用
さ
れ
る
例
は
「
踐
伐
」
と
釋
し
、

音
通
に
よ
っ
て
「
翦
伐
」
と
讀
み
、「
斬
盡
殺
絶
」（
皆
殺
し
に
す
る
）
の
意
と
す

る
。
散
氏
盤
の
字
は
「
察
」
あ
る
い
は
「
踐
」
と
釋
し
て
「
踏
査
」
の
意
と
し
、

當
該
部
分
は
「

に
散
の
邑
の
田
を
踏
査
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
と
な
る
と
す
る
。

最
後
に
、
甲
骨
文
に
圖
三
の
字
が
あ
る
が
、
中
の
「
옚
」
と
「
廾
」
に
從
う
部

分
は
金
文
・
楚
簡
の
「

」
と
同
一
字
形
で
あ
り
、
や
は
り
「
翦
」
と
讀
む
べ
き

で
あ
る
と
す
る
。

圖
三

こ
の
劉
釗
論
文
を
承
け
て
書
か
れ
た
の
が
林

論
文
で
あ
る
。
初
出
は
『
古
文

字
硏
究
』
第
二
五
輯
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
で
、
後
に
同
氏
の
『
林

學

術
文
集
（
二
）』（
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
收
錄
さ
れ
た
。

林

は
ま
ず
、
劉
釗
論
文
は
、
二
〇
〇
三
年
に
發
見
さ
れ
た
逑
盤
（
林

に
よ

る
呼
稱
。
こ
の
器
は
一
般
的
に
は

盤
と
呼
ば
れ
る
が
、
異
稱
が
多
い
。
詳
細
は

本
誌
第
二
號
の
馬
越
靖
史
氏
に
よ
る
「
金
文
通
解　

뎾
盤
」
を
參
照
。）
の
釋
讀

に
お
い
て
李
學
勤
・
董
珊
が
引
用
す
る
と
い
っ
た
反
響
を
得
た
と
す
る
。
そ
し
て

劉
釗
自
身
は
き
ち
ん
と
引
用
し
て
い
な
い
が
、彼
の
論
は
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』（
文

物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
の
注
釋
に
見
え
る
裘
錫
圭
の
當
該
字
に
對
す
る
見
解

を
基
礎
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

つ
い
で
劉
釗
の
言
う
「

」
に
從
い
、
な
お
か
つ
「
察
」「
竊
」「
淺
」
の
系
統

の
音
で
は
な
く
竝
紐
屋
部
の
音
（
す
な
わ
ち
「
ぼ
く
」
の
音
）
で
讀
ま
れ
る
字
の

例
と
し
て
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
本
の
「
樸
」
や
包
山
楚
簡
の
「
僕
」、
西
周

金
文
の
「
僕
」
字
（
圖
四
上
段
、
幾
父
壺
に
見
え
る
文
字
。
圖
四
は
林

論
文
の

圖
版
よ
り
引
い
た
。）
の
例
を
取
り
上
げ
る
。

圖
四　

　

　
　

金
文
の
「
僕
」
字
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
右
側
の
旁
の
部
分
は
「
옚
」
か
ら
變

化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「

」
旁
を
帶
び
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
。（
圖
四

中
段
、
𧽊
簋
に
見
え
る
文
字
）「
僕
」
字
が
「
옚
」「

」「
廾
」
に
從
う
の
は
、

甲
骨
文
の

（
璞
）
字
（
圖
三
の
文
字
）
に
對
す
る
唐
蘭
の
字
源
説
を
參
照
し
、

山
の
内
部
に
お
い
て
兩
手
（
廾
）
で
鑿
型
の
工
具
（
옚
）
を
持
っ
て
璞
あ
ら
た
まを
穿
ち
、

こ
れ
を
竹
籠
（

）
に
收
め
る
こ
と
を
示
す

字
の
構
成
か
ら
得
ら
れ
た
と
す
る
。

金
文
の
「

伐
」
な
ど
の
例
に
つ
い
て
は
從
來
通
り
「
撲
伐
」
と
讀
む
の
が
適
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切
で
あ
り
、
こ
の
字
を
構
成
す
る
「
厂
」
旁
は

字
の
冠
の
部
分
が
變
化
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
し
て
「

」
旁
に
從
う
文
字
と
し
て
は
他
に
金
文
の

「
對
」
な
ど
の
例
が
あ
る
が
（
圖
四
下
段
、

に
見
え
る
文
字
）、
や
は
り
「
察
」

「
竊
」「
淺
」
の
系
統
の
音
で
讀
む
こ
と
は
で
き
な
い
。「

」
旁
を
同
一
の
聲
を

表
す
も
の
と
見
な
す
劉
釗
の
發
想
は
成
り
立
た
ず
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
翦
伐
説

に
も
慎
重
に
對
應
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。

郭
店
楚
簡
の
公
表
以
來
、
戰
國
竹
簡
の
文
字
を
甲
骨
・
金
文
の
釋
讀
に
用
い
る

こ
と
が
既
に
當
然
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
從
來
の
説
が
覆
さ
れ

た
例
も
數
多
い
。
劉
釗
論
文
は
そ
の
代
表
的
な
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
林

論
文
は
そ
れ
に
對
し
て
行
論
上
の
問
題
點
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
郭
店
楚
簡
公

表
以
前
の
從
來
の
説
に
も
相
應
の
根
據
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
劉
釗
は
現
在
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
の
所
屬
で
あ
る

が
、
か
つ
て
吉
林
大
學
古
籍
硏
究
所
に
所
屬
し
、
吉
林
大
學
邊
疆
考
古
硏
究
中
心

及
び
古
籍
硏
究
所
で
教
鞭
を
執
っ
た
林

の
學
生
に
あ
た
る
。 
（
佐
藤
信
弥
）

李
小
燕
・
井
中
偉
著
「
玉
柄
形
器
名
〝
瓚
〞
説
│
輔
證
内
史
亳
同
與
《
尚

書
・
顧
命
》〝
同
瑁
〞
問
題
」

『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
に
揭
載
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。

序
と
三
つ
の
章
か
ら
成
り
、
以
下
、
そ
の
順
序
に
從
っ
て
論
旨
の
大
要
を
揭
げ

て
お
く
。
な
お
、﹇　

﹈
は
提
要
執
筆
者
の
補
記
で
あ
る
。

「
玉
柄
形
器
」（
圖
一
）
と
は
、
夏
か
ら
西
周
時
代
に
か
け
て
比
較
的
常
見
す
る

玉
器
で
、
形
態
に
つ
い
て
言
え
ば
、
單
體
と
複
合
體
の
兩
大
類
に
分
け
ら
れ
る
。

單
體
の
も
の
は
ふ
つ
う
、
扁
平
長
方
體
あ
る
い
は
扁
平
橢
圓
狀
で
、
柄
首
と
柄
身

で
構
成
さ
れ
、
柄
首
の
兩
側
は
弧
形
で
内
收
し
て
頸
と
な
り
、
柄
身
の
兩
側
は
平

直
で
、
下
端
は
平
ら
か
な
も
の
、
尖
っ
て
い
る
も
の
、

ほ
ぞ

が
出
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
複
合
體
は
單
體
の
も
の
と
そ
の
下
端
の
附
加
部
分
と
の
セ
ッ
ト
で
、
附
加
部

分
は
ふ
つ
う
鞘
型
を
し
て
お
り
、
竹
木
片
あ
る
い
は
編
織
物
（
漆
を
塗
っ
た
も
の

も
あ
る
）
を
使
っ
て
製
作
さ
れ
、
表
面
は
各
層
ま
た
は
各
列
の
扉
棱
﹇
突
起
部
﹈

や
淺
い
溝
に
細
長
い
玉
片
・
圓
形
玉
片
・
ト
ル
コ
石
片
・
蚌
片
な
ど
が
象
嵌
さ
れ

附
着
し
て
い
る
。

圖
一　

商
代
晚
期
の
玉
柄
形
器
（
原
論
文
圖
四
よ
り
引
用
）
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圖
二　

小
臣　
　
　
　

玉
柄
形
器
と
金
文
の
〝
瓚
〞
字
（
原
論
文
圖
八
よ
り
引
用
）

「
一
．
時
代
の
特
徵
」

本
章
で
著
者
は
、
夏
か
ら
春
秋
初
期
ま
で
に
お
け
る
「
玉
柄
形
器
」
の
出
土
點

數
・
出
土
狀
況
・
器
の
形
態
に
つ
い
て
、
夏
代
・
商
代
前
期
・
商
代
後
期
・
西
周

早
中
期
・
西
周
晚
期
か
ら
春
秋
初
期
ま
で
の
五
期
に
時
代
を
分
け
、
時
代
ご
と
の

特
徵
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
本
章
の
論
述
を
總
合
し
、
次
の
よ
う
な
認
識
が
得

ら
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
玉
柄
形
器
は
夏
か
ら
西
周
に
至
る
ま
で
の
中
原

地
區
で
比
較
的
常
見
す
る
特
別
な
意
義
を
有
す
る
重
要
な
禮
器
で
あ
る
。
出
土
地

點
か
ら
見
る
と
、
夏
商
周
王
朝
が
絶
え
ず
外
に
向
か
っ
て
開
拓
を
行
う
に
つ
れ
、

玉
柄
形
器
の
分
布
地
域
も
ま
た
絶
え
ず
擴
大
し
て
い
き
、
さ
ら
に
時
期
を
異
に
し

て
當
時
の
邊
遠
地
區
に
ま
で
影
響
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
發
見
數
か
ら
見
る
と
、

だ
ん
だ
ん
と
增
加
し
ま
た
減
少
す
る
と
い
う
變
化
の
趨
勢
が
現
れ
て
い
る
。
埋
藏

狀
況
か
ら
見
る
と
、
始
終
常
に
青
銅
禮
器
あ
る
い
は
陶
禮
器
と
共
存
し
、
墓
葬
中

に
お
い
て
は
一
般
に
棺
内
の
墓
主
の
側
、
棺
あ
る
い
は
椁
の
蓋
上
、
棺
椁
の
上
に

置
か
れ
る
。
祭
祀
坑
に
お
い
て
は
常
に
祭
器
・
人
身
犧
牲
と
と
も
に
埋
め
ら
れ
て

い
る
。
形
態
の
特
徵
か
ら
見
る
と
、
簡
素
か
ら
複
雜
化
し
再
び
簡
素
化
す
る
變
遷

の
過
程
を
踏
ん
で
い
る
。
總
じ
て
言
え
ば
、
玉
柄
形
器
は
中
原
三
代
〝
禮
制
〞
文

化
が
形
成
、
發
展
、
盛
大
と
な
り
、
最
後
は
衰
退
し
て
い
く
縮
圖
と
み
な
し
う
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
。
な
お
、
出
土
點
數
に
つ
い
て
著
者
は
、
夏
代
が
一
六
、
商

代
前
期
が
一
一
五
、
商
代
後
期
が
二
〇
八
、
西
周
早
中
期
が
三
六
〇
餘
、
西
周
晚

期
か
ら
春
秋
初
期
ま
で
が
約
五
〇
と
し
て
い
る
。

「
二
．
用
途
に
關
す
る
諸
説
の
紹
介
と
批
評
」

從
來
の
「
琴
撥
」
説
、「
佩
飾
」
説
、「
大
圭
」
説
、「
髮
簪
」
説
、「
玉
璋
」
説
、

「
劔
柄
」
説
、「
石
主
」
説
、「
瓚
柄
」
説
、「
玉
笏
」
説
を
紹
介
・
批
評
し
て
、
い

ず
れ
も
成
立
し
が
た
い
と
す
る
。
ま
た
、
諸
説
が
玉
柄
形
器
の
備
え
て
い
る
禮
制

に
お
け
る
用
途
に
注
意
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
代
の
文
獻
を
利
用
し
て

歷
史
の
舞
臺
か
ら
早
く
に
去
っ
た
玉
柄
形
器
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
る
の
は
、
結

局
そ
の
實
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。

「
三
．
本
來
の
名
稱
は
〝
瓚
〞」

商
代
晚
期
の
小
臣　
　
　
　

玉
柄
形
器
銘
（
圖
二
の
1
）
に
、「
乙
亥
王
易
（
錫
）

小
臣　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

才
（
在
）
大
室
【
乙
亥
、
王
、
小
臣　
　
　

 

に

　
　
　
　

 

を
錫
ふ
、
大
室
に
在
り
】」（
拓
影
は
胡
振
宇
・
王
宏
『
甲
骨
續
存
補
編
』

﹇
甲
編
下
卷
七
﹈、
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
﹇
、
第
三
五
葉
上
﹈。

本

は
商
承
祚
『
殷
契
佚
存
』、﹇
金
陵
大
學
中
國
文
化
硏
究
所
、
一
九
三
三
年
、﹈
唐

蘭
序
第
三
葉
﹇
下
﹈）
と
言
い
、
小
臣　
　
　

  

が
〝　
　
　
　

 

〞
と
い
う
名
の
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玉
器
を
王
か
ら
賜
っ
て
い
る
。〝　
　
　
　

 

〞
字
を
、
學
者
の
多
く
は
〝
瓚
〞
と

釋
讀
す
る
。
こ
の
字
は
子
黃
尊
（『
殷
周
金
文
集
成
』6000

、
圖
二
の
2
）
や
榮

簋
（
同4121

、
圖
二
の
3
）
銘
に
見
え
る
字
形
と
構
造
上
よ
く
似
て
お
り
、
い

ず
れ
も
賞
賜
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、〝
瓚
〞
と
釋
す
る
の
は
信

ず
べ
き
だ
と
す
る
。
ま
た
、
口
旁
を
加
え
た
字
を
〝

〞
と
釋
し
、〝
瓚
〞
の
字

形
が
玉
器
を
〝
同
〞
中
に
置
い
た
も
の
で
、小
臣　
　
　
　

玉
柄
形
器
に
刻
さ
れ
た
。

〝
瓚
〞
字
の
羊
字
に
似
た
上
部
は
明
ら
か
に
玉
器
と
關
係
が
あ
る
と
み
な
す
方
稚

松
の
説
（「
釋
殷
墟
花
園
莊
東
地
甲
骨
中
的
瓚
・

及
相
關
諸
字
」、『
中
原
文
物
』

二
〇
〇
七
年
第
一
期
）
を
引
用
し
て
い
る
。
な
お
著
者
は
、〝

〞
が
口
旁
に
从

う
の
は

禮
を
行
う
際
、
口
に
〝
瓚
〞
を
食
む
意
を
表
す
も
の
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
は
上
古
の
先
民
に
「
玉
を
神
靈
な
食
品
と
す
る
」
觀
念
が
あ
っ
た
と
の
指
摘

す
る
臧
振
の
説
な
ど
に
從
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〝
瓚
〞
字
の
象
形
構
造
は
、
出
土
し
た
實
物
か
ら
明
確
な
證
據
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
、
洛
陽
北
窰
西
周
早
期
の
墓
葬
の
う
ち
、M

155
な
ど
か
ら
出
土
し

た
複
合
體
の
玉
柄
形
器
を
擧
げ
て
い
る
（
圖
三
の
1
と
2
）。

柄
部
は
上
向
き
で
、
器
身
は
五
部
に
分
か
れ
花
瓣
紋
を
飾
っ
て
い
る
。
長
さ

16

、
幅2.3

―2.8

、
厚
さ0.9cm

。
出
土
し
た
と
き
、
器
身
の
四
周
に
は
漆
を
塗
っ

た
木
片
の
痕
が
あ
り
、
下
端
に
は
七
つ
の
細
長
い
玉
片
な
ど
が
圍
み
、
そ
の
間
に

は
内
か
ら
四
つ
の
橢
圓
形
を
し
た
ト
ル
コ
石
の
小
片
を
填
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

端
部
に
粘
着
し
て
い
た
。
そ
の
下
に
長
い
梯
形
を
し
た
蚌
製
の
臺
が
置
か
れ
、
な

か
に
は
圓
い
穴
が
あ
り
、
穴
は
下
向
き
に
長
さ9.2

、
徑0.7cm

の
圓
形
玉
片
を

插
入
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
口
徑9

、
殘
高34.8cm

の
ト
ル
コ
石
を
象

嵌
し
た
ラ
ッ
パ
形
漆
器
の
痕
が
あ
り
、
漆
〝
觚
〞
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
類
似
し
た
實

物
例
も
圖
三
の
3
と
4
に
示
し
て
お
く
（
最
下
部
に
容
器
の
な
い
も
の
も
あ
る
）。

圖
三　

洛
陽
北
窰
西
周
早
期
墓
葬
出
土
の
玉
柄
形
器
（
原
論
文
圖
一
〇
よ
り
引
用
）
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圖
四　

内
史
亳
同
（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
〇
年
第
二
期
、
末
尾
の
圖
よ
り
引
用
）

ま
た
、最
下
部
の
宋
代
以
來〝
觚
〞と
命
名
さ
れ
て
き
た
ラ
ッ
パ
形
酒
器
は
、〝
同
〞

と
釋
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
最
近
報
道
さ
れ
た
「
内
史
亳
同
」
と
い
う
青
銅
器

を
擧
げ
る
（
圖
四
）。

器
は
西
周
康
王
期
に
作
ら
れ
、そ
の
銘
文
に
は
「
成
王
易
（
賜
）
内
史
亳
豐
（
醴
）

弗
敢

（
？
）
乍
（
作
）

同
【
成
王
、
内
史
亳
に
醴

を
賜
ふ
、
敢
へ
て

わ
す

れ
ず
（
？
）、

同
を
作
る
】」
と
あ
っ
て
、「

同
」
と
自
名
し
、

禮
を
行
う

際
の
酒
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、〝
務
〞
は
も
と
も
と
竹
筒
の
よ
う
な
飲
器
の
象
形

字
と
し
て
使
用
さ
れ
、
の
ち
に
意
符
〝
口
〞
を
加
え
て
〝
同
〞
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。康

王
が
王
位
を
繼
承
し
諸
侯
群
臣
を
朝
見
し
た
際
の
典
禮
儀
節
を
記
述
し
た

『
尚
書
』
顧
命
に
は
、「
上
宗
奉
同
瑁
、
由

階

。
…
…
（
王
）
乃
受
同
瑁
、
王

三
宿
、
三
祭
、
三
咤
。
…
…
太
保
受
同
、
降
、
盥
、
以
異
同
秉
璋
以
酢
、
授
宗
人
同
、

拜
。
王
答
拜
。
太
保
受
同
、
祭
、

、
宅
、
授
宗
人
同
、
拜
。
王
答
拜
。
太
保
降
、

收
。
諸
侯
出
廟
門
俟
【
上
宗
、
同
瑁
を
奉
じ
、

階
由よ

り
の
ぼ

る
。
…
…
（
王
）
乃

ち
同
瑁
を
承
け
、
王
、
三
た
び
宿す
す

み
、
三
た
び
祭
り
、
三
た
び
咤し
り
ぞく
。
…
…
太
保
、

同
を
受
け
て
降
り
、
盥あ
ら

い
、
異
な
る
同
を
以も
ち

ひ
璋
を
秉
り
以
て
酢
す
、
宗
人
に
同

を
授
け
拜
す
。
王
、
答
拜
す
。
太
保
、
同
を
受
け
、
祭
り
、
な

め
、
宅し
り
ぞき
、
宗
人

に
同
を
授
け
拜
す
。
王
、
答
拜
す
。
太
保
、
降
り
、
收
む
。
諸
侯
、
廟
門
を
出
で

て
俟
つ
】」
と
言
い
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
〝
同
〞
は
内
史
亳
同
の
よ
う
な
酒
器
で

あ
る
。
ま
た
、「
瑁
」
は
「
璋
」
と
對
擧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
禮
玉
で
、「
以
異

同
秉
璋
以
酢
」
と
は
別
の
〝
同
〞
器
に
玉
璋
を
置
い
て
酢
祭
を
行
う
こ
と
を
意
味

し
、〝
同
瑁
〞
の
使
用
方
法
も
同
樣
、
玉
瑁
を
〝
同
〞
器
中
に
置
い
て

禮
を
行

う
と
み
な
す
王
占
奎
の
説
（「
讀
金
隨
禮
│
内
史
亳
同
」、『
考
古
與
文
物
』

二
〇
一
〇
年
第
二
期
）
に
從
う
。

甲
骨
文
に
は

祭
の
捧
げ
物
と
し
て
。〝
瓚
〞
と
〝
鬯
〞
が
使
用
さ
れ
、
殷
周

金
文
の
賞
賜
品
に
は
常
に
〝
瓚
〞
が
ふ
く
ま
れ
、〝
鬯
〞
や
〝
貝
〞
と
併
賜
さ
れ

る
も
の
も
あ
り
、西
周
晚
期
の
金
文
で
は
〝
圭
瓚
〞
と
連
稱
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

先
秦
文
獻
に
も
〝
瓚
〞
の
記
載
が
多
見
し
、
常
に
玉
〝
瓚
〞
と
〝
鬯
〞
酒
が
併
賜

あ
る
い
は
併
擧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
兩
者
が

祭
を
行
う
と
き
の
比
較
的
固

定
さ
れ
た
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
。〝
瓚
〞
と
〝
斗
〞
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は
い
ず
れ
も

祭
の
常
備
器
で
〝
瓚
〞
は
玉
食
（
珍
貴
な
食
物
、
美
食
）、〝
斗
〞

は
鬯
酒
を
酌
む
器
で
あ
り
、
鬯
酒
を
玉
食
に
注
い
で
祖
先
神
に
捧
げ
て
饗
應
す
る

こ
と
が
、

祭
の
典
禮
の
基
本
的
な
手
順
で
あ
っ
た
。
玉
を
食
と
す
る
槪
念
が
發

生
し
た
原
因
は
、
一
つ
に
は
玉
が
高
く
險
し
い
峰
に
埋
藏
さ
れ
て
入
手
し
が
た
い

か
ら
、
も
う
一
つ
に
は
上
古
の
先
民
は
玉
が
天
地
の
間
で
い
ち
ば
ん
珍
貴
な
精
物

だ
と
信
じ
て
お
り
、
神
靈
に
捧
げ
る
最
た
る
美
食
と
し
て
用
い
た
か
ら
で
あ
る
。

考
古
學
上
の
發
見
か
ら
見
る
と
、
西
周
以
前
は
セ
ッ
ト
で
祭
祀
專
用
の
玉
器
は
祭

祀
の
體
系
の
な
か
で
重
要
な
作
用
を
發
揮
し
て
い
た
。
西
周
時
代
の
玉
器
は
禮
儀

性
に
重
き
を
置
き
、
東
周
時
代
は
裝
飾
審
美
性
に
轉
向
し
、
元
來
執
行
さ
れ
て
い

た
祭
祀
的
機
能
が
絶
え
ず
弱
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

な
お
、
著
者
の
一
人
で
あ
る
李
小
燕
は
本
論
文
執
筆
時
、
吉
林
大
學
考
古
與
藝

術
博
物
館
の
所
屬
、
も
う
一
人
の
井
中
偉
は
同
じ
く
吉
林
大
學
邊
疆
考
古
硏
究
中

心
の
所
屬
で
あ
る
。 

（
馬
越
靖
史
）


